
{話爵

人口 237，153人

後手普 76，530t投書事 堕型空豆5
例年 5月 l日現在〉 編集@念建i務広報課 254 平塚市浅間器J9番 1

。
務
機
副
附
注
さ
ん
(
幻
惑
)

砂
-
住
所
平
塚
市
制
御
殿

j

O鈴
木
久
奨
苧
ん
(
幻
議
)

ン
a

住
所
平
塚
市
由
高
宮
下

ベイる

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
市
民
プ
ラ

ん

ず

前

に

設

慶

さ

れ

る

「

七

タ

フ

ヱ

さ子
ス

テ

ィ

パ
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ス
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ジ

」

は

、

市

川

骨

商

品

容

を

充

実

さ

せ

、

観

光

客

に

寄

ん

震

で

も

ら

え

る

よ

う

な

フ

ロ

グ

ラ

ム

J

Z
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
宣
言
(
さ
か
ら
十
一

B
E
ま
で
の
五
語
、
東
海
道
主
濁
し
て
い
ま
す
。
習
は
、

ん
本
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。
七
夕
ま
つ
り
に
華
を
添
え
る
ミ
ス
七
夕
も
、
六
月
五
日
ミ
ス
米
麗
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
閤
聞
か

い
問
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
が
務
か
れ
、
七
夕
ま
つ
り
に
ふ
さ
わ
し
い
、
襲
美
あ
ふ
れ
る
切
る
い
=
一
人
れ
る
日
本
文
化
祭
に
書
す
る
こ

ね
の
お
嬢
さ
ん
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
見
物
客
を
総
了
す
る
豪
華
な
笠
間
的
も
念
震
が
製
作
中
と
に
な
っ
た
「
七
夕
太
一
妓
」
セ
開

制

で

、

湘

雨

量

喜

げ

る

ど

ツ

グ

イ

ベ

ン

ト

は

、

も

う

す

ぐ

で

す

。

幕
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、
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ん
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た
ラ
ジ
オ
醤
級
の
止
放
送
や

F

h

v

つ
り
mw鶴
来
薬
の
警
警
す
り
、
短
雨
量
子
供
会
等
か
ら
一
千
八
百
本
、
そ
友
好
警
芸
者
と
雲
市
議

官

~

い

や

鱗

い

を

書

い

て

笹

に

つ

る

、

の

外

か

ら

-

千

八

百

本

と

、

計

四

土

芸

熊

七

少

女

王

守

谷

香

さ

ん

間
七
夕
は
、
普
か
ら
五
節
句
会
」
星
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
本
の
注
文
が
き
て
い
ま
す
。
衝
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
、
多
彩
な
催

離
せ
っ
く
二
月
七
日
、
一
一
一
同
月
三

R

七
夕
ま
つ
り
は
、
昭
和
二
十
六
中
七
夕
一
色
に
な
る
日
も
近
い
こ
し
物
が
紹
ま
れ
て
い
ま
す
。

菊
五
月
五
臼
、
七
月
七
尽
、
九
月
九
年
、
繁
火
で
焼
け
た
中
か
ら
筏
を
と
で
し
ょ
う
。

三…五日自立言語川町多彩なパレ
i
ド

汗

リ

ヰ

観

光

客

の

久
道
空
襲
室
長
就
葬
る
大
に
な
り
、
一
一
子
八
習
を
諒
一
九
七
夕
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
た
め
に
、
市
雪
芸
事
銀

出
と
い
う
、
ロ
マ
ン
物
語
に
由
来
し
た
今
年
は
、
一
言
万
人
余
の
観
光
ト
は
、
何
と
い
っ
て
も
七
月
十
臼
笠
間
、
駅
北
口
、
警
口
に
案
内

か
ま
す
。
ぉ
来
、
平
塚
で
は
、
苧
の
客
が
予
議
さ
れ
ま
す
。
の
ミ
ス
七
夕

L
Eタ
女
王
、
葉
市
所
墨
田
げ
ま
す
。
迷
子
や
費
五
口

今

h
F
2
7
B
E
s
t
z
r
;
h
「
i
l
l

隊
の
パ
レ
ー
ド
で
す
。
七
夕
の
女
わ
せ
等
に
ご
科
婦
く
だ
さ
い
。

翌

朝

州

支

出

議

馨

産

管

離

関

M
V
出
王
に
は
、
松
竹
女
優
位
守
谷
香
さ

Z
2問
パ

ス

ザ

綴

り

開

重

一

受

ん
、
ミ
ス
七
夕
に
は
、
百
九
十
六

同
品
物
容
を
。
あ
っ
H

と
驚
か
せ

v
h
の
武
田
信
玄
で
す
。
苗
問
機
一
茂
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
初
々
し
い
期
間
開
中
パ
ス
匂
タ
ク
シ
ー
乗
降

る
け
ん
ら
ん
豪
華
な
竹
品
開
り
は
、
や
ピ
ッ
ク
リ
マ
ン
も
受
場
す
る
か
一
一
一
人
の
お
嬢
さ
ん
を
迎
え
て
の
、
場
所
と
通
行
経
路
が
一
部
変
わ
り

す
で
に
、
各
商
活
で
製
作
中
で
す
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
で
す
。
ま
ま
す
。
厚
木
a

伊
執
河
原
・
秦
野
方

が
、
仲
品
開
り
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
も
、
お
と
ぎ
の
鹿
へ
訪
れ
た
よ
う
だ
、
最
終
日
に
は
、
ミ
ス
七
夕
・
頭
と
m
同
村
車
庫
行
き
は
、
平
田
は

れ
る
七
月
七
日
ま
で
は
、
極
秘
に
な
、
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
誘
っ
て
七
夕
の
星
の
パ
レ
ー
ド
が
加
え
ら
十
二
待
か
ら
最
終
、
土

a
B穏門口

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
え
れ
た
の
で
、
七
夕
お
ど
り
パ
レ
ー
は
十
時
か
ら
最
終
ま
で
、

N
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今
年
の
話
題
は
、
如
何
と
い
っ
て
竹
飾
り
の
竹
は
、
中
、
心
荷
属
品
開
ド
な
ど
、
毎
日
乏
和
な
パ
レ
ー
ド
平
塚
篭
報
議
諮
問
周
前
に
な
り
ま

も
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
N
H

か
ら
四
百
本
、
学
校
や
幼
稜
閥
、
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

。
土
農
家
宇
奈
ん
(
泣
幾
v

@
住
所
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ヶ
崎
市
松
が
丘

①
七
夕
の
屡
一

。
一
二
校
み
ず
は
さ
ん
(
詑
歳
)

〈
〉
管
谷
美
佐
子
さ
ん
(
初
歳
)

。
鈴
木
広
江
さ
ん
(
お
歳
)

。
鳥
居
溶
美
さ
ん

(
M歳
)

今
年
の
七
夕
の
女
王
は
、
松
竹

女
優
勾
寸
谷
香
さ
ん
。
(
凶
歳
〉

昭
和
六
十
一
年
ミ
ス
レ
イ
ン
ボ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
二
万
人
の
中

か
ら
見
事
栄
冠
を
勝
ち
敬
っ
た
シ

ン
デ
レ
ラ
綾
。
昨
年
五
月
、
白
本

コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
し
、

「
予
告
編
」
で
ベ
ス
ト
テ
ン
入
り
。

挟
話
や
テ
レ
ピ
で
も
活
躍
中
。

合n守Hl(木)
13: 00 木遣りまといパレード 中心街

14: 30 ミス七夕披露パレード、刈輔市議雲寺局室苦楽隊、スタ

ジオベニコ 中J!;、街

15: 30 小学校音葉隊パレード(崇喜善・勝原・港小)中心街

合7月8B (会)
11 : 30 七夕おどり総おどりパレード 中心街

12 関金Eヨ本幾重語議会脅さを愚大会 市民セン:$'-

ゲスト敵手上頭数量且入場券は 6月278午前9時

から市役所前畏沖自談室で配布する。

15: 30 七夕おどりパレード(県内各穣間体)

会7J幸吉E(ゑ)
12: 30 ミス七夕市中童書罪悪パレード 淘辺地織

13 :∞ 文化漣援公演〈民謡、民舞、吟詠} 中央公民館

18: 30 平塚七夕まつりト頚タ数の畿奥 市民センター

出量電尋霊，治療勢車車、山本線二、主笹本冬多量、大和惑く

ら、杉本総

入場樺申し込み往復はがきに伎所、氏名在記入の

うえ f干220横誤市街区老松留J19 ラジオ日本トヨ

タ歌の祭典係Jへ。締め切りは6月27白。多い場合
は強選で14加入を招待。

会n号Z号E (13) 
11:00 EU藍ファミリー移民嘩 fピノヰ才とサーブヲスの獄J

fピックリマン 2臨書溜午後2窪寺 市震哲ン空一

入場持は 6月29日午前10時から市民プラサ"にて配布

( 1人 4枚まで)する。

沼田郷土芸能大会(人形芝居咽はやし) 中央公民綴

13: 30 迂ス七夕・七夕の女蕊と斎議縁パレード 中心街

礎部団体 操欝音楽器択とカラーガード離、横浜市拍

紡濁音楽隊、臼産車体ベイシルバー、明るい社会づ

くり運動平揮協議会、平埋パトンクラブ、ヨコハマ

UFQトールフラッグチーム、サンマーチングスク
ール、事野少女ラッパ鼓酷、撃)11ホf出バンド鼓笛

様、 PLMBA平理パトンチーム、臼本ボーイスカ

ウト神奈川連盟豊平壕第llB君

会7J守口釘{月)
13 :朗王ス七夕抽選中心r鰐パレード 中，む衛

官七タフzスチィパルステージ 滞緩プラザ熱

野外特設鱒台において、各種イベントを開催。七夕太鼓、

ラジオ臼本生放送〈出演松本典子)、花巻市@高山市郷土芸

能、エア口ピクス、 BTパフォーマンス、ジャズダンス、歌

謡ショー{出演守普脊)、ファンタジアムフェイクライブ等

中心街

「一一ァ一一一一一一 一一一一一 一、 愛 さき富市り i
そ名で質支奈警ムあそ稼て雲 い いA砂観月号事蕗1好しなで、カ
長2持民訴事選重量討も L雪持議議議i日出雲
ぷ産主軒目。言雲手苦手足鱗了瓦遺言瓦一二重言語是主号二
員。習し、 、 e'l 党がよ，¥t1，新宮;襲態謹 一家士乳繰4叡翠塾通しトムて乗を乞室

Z523時前持母鞍謬黙欝欝 u 有望5;3号室
え 己実幸吉32 お42事長 ~ ……  ーを雪え宅童三事
lこ る会入にンた が後半い車

円いつチ八 しこ空室三暴 1ぼすラ字語長一喜事82包信呪雇主主主「き言ぷ
:;1422だ;TtE;当日書言語号事2225管きETZEえ与
量うク霊グ 正言hむ二回く壊乏に室乗は U 言語め苦官Z手雲手撃蓬 ち害
警。、喜「 義孝点空二集室長持雪合きミ 室長護れレ千てな 1

喜苦言毛主ペ長充義E主主警 ど率守ミシシ Jレち宅戦 2 宍詰
5125号322言語。百五喜三望号詩22日2白石ご



げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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{
主
録
音
と
そ
の
裂
の
石
パ
一
7
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ

。
ピ
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ノ
。
脚
部
に
防
振
ゴ
ム
ム
口
一
・
臼
時

6
月
山
口
日
(
日
)
午
後

を
忌
り
付
け
た
り
、
窓
を
め
奇
サ
一
1
時
初
分
1
2
3
時
お
分

ツ
シ
ェ
に
倹
え
る
一
司
会
場
太
陽
神
戸
銀
「
江
別

。
ク
ー
ラ
ー
で
き
る
だ
け
低
騒
一

j
l
i
l
i
-
-
:
1
j

者
む
と
し
、
設
崩
臨
場
所
、
機
擦
の
一

向

き

な

ど

に

装

す

る

一

長

寿

夫

妻

の

課

内
遂
の
空
吹
か
し
者
一
整
備
の
将
一
息
に
ご
協
力
を

一
間
帯
に
注
意
し
、
最
小
混
と
す
る
一
:
一

活
騒
音
と
し
て
の
苦
情
が
多
い
も
一
む
ベ
ッ
ト
の
鳴
き
声
e

ベ
ッ
ト
に
一
市
で
は
、
警
奈
悦
駕
行
事
の
た

の
で
あ
る
。
日
ご
ろ
か
ら
、
近
隣
一
対
し
規
則
正
し
い
品
戸
市
苧
と
運
読
を
一
め
長
寿
夫
妻
の
調
査
を
行
っ
て
い

の
人
々
の
こ
と
を
考
一
へ
静
か
で
一
さ
せ
、
犬
小
窓
な
ど
の
設
置
場
所
一
る
。
対
象
者
は
、
同
町
和
六
十
一
一
一
年

快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
心
掛
一
に
も
警
」
す
る
一
九
月
十
五
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
一

O
襲
撃
透
え
柔
泰
一
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
て
住
民
一
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
第
一
一
一
号

i
l
i
t
i
-
-
t
j
t
i
t
t
i
-
-
i

一
以
上
員
一
に
差
し
、
現
在
市
の
一
昭
和
2
年

9
2
2ら
男
一
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
習
し
一
被
保
険
者
の
印
刷
け
出
を
行
い
、
確

グ

文

乃

自

こ

三

ア

を

一

住

民

基

本

台

帳

に

驚

録

さ

れ

て

い

一

4
9月
山
口
ま
で
に
結
婚
し
た
一
て
、
六
月
下
旬
1
1童
を
送
付
一
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

3

3

i
ノ
日
ノ
J

そ
U
H

一

る

次

の

夫

妻

子

。

一

夫

妻

一

言

。

ご

協

力

弓

一

な

お

、

第

一

一

一

号

被

保

険

者

の

居

一
O
結
婚
初
年
安
通
え
愛
犬
饗
一
該
当
す
る
万
は
、

6
月
お
臼
一
マ
主
な
調
査
項
呂
田
出
際
交
流
、
一
け
出
向
原
郊
と
し
て
↑
一
年
以
上

u
iズ
シ

テ

ィ

ひ

ら

つ

か

潟

一

昭

和

万

年

9
丹
羽
田
か
ら
昭
和
一
(
さ
ま
で
に
地
一
民
生
委
員
、
一
市
民
セ
ン
タ
ー
の
自
主
文
化
事
一
さ
か
の
ぼ
る

vEは
で
き
な
い
。

一

一

口

年

9
刀
日
日
ま
で
に
結
婚
し
た
一
ま
た
は
補
校
総
務
課
老
人
福
祉
係
一
紫
、
建
物
等
を
惑
築
す
る
に
あ
た
一
…
例
え
ば
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
か

平
塚
は
パ
ラ
の
一
大
産
地
と
し
一
サ
i
ジ

ュ

の

克

演

、

パ

ラ

の

品

目

槽

一

夫

妻

一

(

内

線

三

九

)

へ

お

申

し

出

を

。

一

コ

て

一

ら

該

当

し

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

て

知

ら

れ

て

お

り

、

昨

年

は

約

九

一

紹

介

ほ

か

一

-

j

i

l

-

-

一
マ
調
査
対
象
住
民
基
本
長
に
一
高

E
を
し
て
い
な
い
者

一

円

円

三

時

日

目

前

九

日

く

り

教

室

一

住

民

実

態

J

調

査

を

一

時

計

る

初

歳

以

上

皇

女

一

時

H
…
日
間
耕

一
よ
り
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
一
a

汀一時

5
月

幻

日

(

金

)

午

後

一

一

マ

調

査

期

日

7
月
1
日
(
金
)
一
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
続

一
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
父
宮
一
品
去
ら
3
器

分

一

5
月
下
旬
に
議
査
票
を
送
付
一
な
お
、
読
書
詰
塁
し
た
返
一
票
発
生
し
て
し
ま
い
、
将
来
茸

一

に

パ

一

ブ

主

雲

い

き

桑

と

し

た

一

ム

広

場

野

村

葉

室

箪

一

一

言

語

で

、

7
月
7
5
豆
一
金
を
受
け
る
際
に
不
霊
と
な
っ

てロ
i
ズ
シ
一
七
ひ
ら
つ
か
百
二
。
定
員
叫
人
(
先
輩
一
市
で
は
、
記
六
十
豆
半
線
一
こ
の
一
調
書
室
の
み
な
さ
ん
一
ま
で
に
一
一
室
党
一
て
し
ま
~
っ
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
を

さ
ま
ざ
ま
な
音
を
出
し
て
い
る
二
と
も
な
る
。
一
た
め
、
法
令
に
よ
る
議
長
手
話
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
o

h

子
申
込
先
皇
セ
ン
タ
!
宮
一
市
住
民
主
事
を
実
施
す
る
こ
一
の
考
え
方
や
護
を
護
し
、
今
一
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
統
計
し
て
い
た
室
長
。

自
分
に
と
っ
て
必
要
な
昔
、
快
一
生
活
経
言
、
間
く
人
の
気
分
一
対
策
が
非
常
に
難
し
い
も
の
で
あ
一
そ
ろ
い
で
お
露
言
。
一
ち
づ
く
り
推
進
事
務
雨
雲
一
と
に
な
っ
た
。
互
の
行
設
を
進
め
て
い
く
た
め
の
一
調
査
係
(
内
線
一
一
一
史
)
へ
。
一
ま
た
、
第
一
二
量
産
者
が
収

い
音
で
も
、
更
に
は
気
に
な
る
一
と
主
義
い
に
よ
っ
て
縄
全
一
る
。
防
止
に
は
、
一
人
一
人
喜
一
マ
期
間

6
5臼
芸

名

一

一

l
;

一

一

入

毒

る

よ

う

に

な

り

被

扶

養

民

三

許

可

町

長

一

日

目

立

計

百

一

日

駐

日

刊

誌

刊

訂

正

;

一

臨

時

高

議

会

の

読

本

一

日

円

高

建

設

(

株

)

積

一

富

民

年

金

は

届

一

時

訂

岳

山

町

十

時

や
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
に
一
ま
二
訟
の
人
々
に
告
官
一
と
が
大
切
で
あ
る
。
一
マ
内
容
平
塚
の
川
一

z

i

p

-

一
マ
御
殿
幹
線
重
工
き
の
1

一

?

あ

て

礎

知

言

一

差

点

差

ど

の

加

入

者

で

き

な

。
つ
て
は
、
人
の
健
康
な
と
げ
議
一
て
い
る
場
合
が
あ
る
ま
7

そ
一
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
特
に
生
吾
、
パ
ラ
の
留
と

rの
F
売

、

コ

一

工

事

請

主

契

約

の

締

結

な

ど

一

契

約

予

定

金

額

億

五

千

万

戸

一

一

っ

た

と

き

も

、

忘

れ

ず

に

乏

誓

一
一
株
一
木
建
設
(
株
)
構
活
保
営
業
京
一
新
し
い
一
団
長
年
金
で
は
、
伊
一
フ
一
を
。

臨
吟
市
議
書
五
月
五
一
品
一
男
約
予
定
審
一
一
得
ノ
百
万
円
一
マ
襲
幹
線
重
工
事
一
そ
の

2
7
1
マ
ン
に
法
委
さ
れ
て
い
る
妻
一
詳
し
い
こ
と
は
、
保
険
年
金
課

会
さ
れ
、
了
一
芸
品
美
智
語
一
(
株
)
菅
原
工
務
応
一
話
予
定
金
額
♂
億
五
在
高
一
(
第
二
一
号
被
保
険
者
〉
は
、
富
一
室
係
(
内
線
一
五
一
)
へ
。

や
不
撃
の
取
得
な
ど
一
応
援
袋
、
写
真

J
2宮
幹
線
築
造
工
事
一
大
都
建
設
(
株
)
平
喜
章
一
室
の
保
険
料
を
治
め
る
必
要
は

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
う
に
な
一
そ
の
1

契
約
一
予
定
警
二
億
一

7
2長
翼

手

事

そ

の

2
一

内
容
は
次
の
と
お
り
。
一
五
下
六
百
万
同
一
戸
田
建
設
一
契
約
予
定
金
額
億
百
万
円

{
工
事
請
負
担
〈
約
の
締
結
…
…
(
株
)
横
浜
支
民
一
什
紅
白
建
設
(
株
)
横
浜
営
業
所

条
例
の
定
め
に
よ
り
、
工
事
請
す
大
神
ム
一
罫
線
築
造
工
事
そ
一
マ
八
幡
第
一
一
雨
水
幹
線
築
造
了
し
事

負
契
約
が
九
千
万
円
を
超
え
る
た
一
の
]
期
比
約
予
定
会
議
二
億
二
そ
の
3

契
約
千
了
定
金
援
一
億

め
、
議
会
の
務
決
を
求
め
た
も
の
。
一
エ
九
百
万
円
若
築
接
投
(
株
)
一
一
平
八
百
五
十
万
汚
渋
谷
。
一

マ
旭
陵
中
学
校
校
舎
新
築
工
事
一
横
浜
文
京
一
町
内
建
設
共
同
A

作
業
体

契
約
予
定
金
一
同
期
六
億
凡
千
万
円
一
マ
田
恒
馬
1
幹
線
築
造
工
事
そ
の
一
マ
八
橋
第
一
一
雨
水
幹
線
築
造
工
事

:
一
主
惜
問
。
結
締
e

阿
部
建
設
共
回
一
ー
契
約
予
{
心
瓜
全
額
億
八
百
一
そ
の
2

契
約
ア
止
金
額
一
億

企

業

体

一

万

円

五

洋

建

設

(

株

)

横

浜

支

庖

一

E
万
円
松
上
産
業
(
株
)

マ
湖
陵
中
学
校
出
庄
内
霊
場
新
築
守
東
中
原
幹
線
築
造
工
事
そ
の
i
一
栄
撃
の
取
得
に
つ
い
て
}

工
事
契
約
予
定
義
一
一
億
間
交
約
予
定
金
額
一
憶
五
千
喜
一
マ
薬
害
校
移
転
用
地
毒

千
万
円
白
田
中
・
一
二
共
建
設
共
同
一
万
円
9

9

(

株
)
浅
沼
組
横
浜
支
照
一
面
積
二
万
五
千
百
七
十
七
平
方

主

体

一

マ

横

向

。

包

毒

幹

線

築

造

工

事

一

M

円
取
得
予
{
議
格
九
億
一
千

ヤ
仮
称
大
神
公
民
舘
新
築
工
事
契
約
予
定
金
額
二
億
一
一
二
百
ぢ
十
万
一
一
下
一
一
一
百
五
十
(
円

(2) 器密辛訂正33若手6月号 58警察ひらつか

会長3話題蚤迭とは
家星雲F雪機器からの霊童薮・・クーラー、洗潟機、掃

除機など

音護持機著書からの騒王子。…@ヒアノ、ステレオ、テ
レビなど

主主主喜重量儲からの重量畜…，ハス・トイレの給排水
音、 ドアの開票身斉なと

そのf患の喜重妾・H ・..自動車の空吹かし吾、
ベットの鳴き声など

重曹443霊吾

計
十
六
校
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

八
幡
ゑ
訟
が
一
一
年
ぷ
り
、
九
回

目
の
最
袋
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
ほ
、
ほ
、
ほ
た
る

来
い
」
で
、
畑
出
模
川
、
湘
南
平
、

湘
南
丘
陵
と
い
っ
た
平
塚
の
大
自

然
の
中
に
、
ほ
た
る
が
光
を
放
ち

な
が
ら
飛
び
交
う
登
喜
表
ね
し

て
い
る
。
な
お
、
最
優
秀
賞
以
外

の
入
賞
校
は
次
の
と
お
り
。

寸
優
秀
品
開
花
水
小
学
校
、
勝
濠

小
学
校

マ
優
良
賞
富
士
見
公
謀
、
吉

沢
小
す
校
、
な
で
し
v
」
小
学
校
、

大
野
中
学
校

今
回
で
十
五
回
目
を
迎
え
主
半
マ
努
去
賞
畑
地
小
学
校
、
春
臼
野

塚
市
学
校
花
壌
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
中
学
校

小
学
校
十
二
校
、
中
学
校
四
校
の

今年も田植え時期をilllえ、農業開水路

等の取イミ時照となった。これから ff:!~\

路等の水量が増えると、危険になるた

め、用水路や用ポせぎ等の付近で、子

供たちが遊ばないようご注意いただき

たい。 幾康隷土地改良保

'.璃疑事内容 地域市民窓口センタ、

住民票、印章輩、税の証明等の

業務

2. 蓋続車場所 地区公民主冨

3. 藍綬害時務 10時~16時(Jj~.-金曜日〉

9 1"}'~12日寺30ク} (土E富Lヨ)

4 資 格却歳以と45歳未満の主性

5 募集人星電若子名

6. 応募方法市販の履歴翠に所要事項を記

人し、写真を結って、市職員

課人事保{内線321)に持巻す

る。ただし、勤務時間内

アー締め切り 6月21日(火}

問い合わせ 事長員課人事係、(内鰭321)
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[11思議箆密治会3
7月 1臼臼向!符

7月 28 万国小向

7月 4白下万問

7月 5EJ 上万四

7月 δ白下山下、若宮ハイツ

7月 7日下山下

7月 9日縫(友牛)

7月11日公所

7月12白 金正汚T

7月13日 /fiJ内
7月 14白河内

7 fヨ15白線(松延・久松)
7月16日纏(JH井)

7 fH8日徳延

7月四日徳延

7月20日 高根、横浜ゴム徳延社宅

{誌でしこ地E宝島治会〕
7月22白 黒音1丘i1'l吉日

7月236 虹ケ丘西部

7月256 花水台

7月26日才E*台

7 Fl27白 撫子原、麿ケ原、黒部丘

第毅窓会

[;主軍軍事項]

耐ノj、鳥等は薬剤がかからないように

.散布場所はわかるように

六
月
五
日
は
「
か
な
が
わ
ゴ
ミ
せ
る
よ
う
な
暑
さ
に
、
汗
び
っ
し

ゼ
ロ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
よ
り
に
な
っ
て
ご
み
を
拾
っ
て
い

の
一
環
と
し
て
、
平
塚
海
岸
の
大
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

清
掃
が
行
わ
れ
ま
レ
た
。
で
、
海
岸
は
み
る
み
る
き
れ
い
に

海
岸
に
は
、
台
風
の
影
響
で
大
な
り
、
こ
れ
で
夏
を
迎
7

え
る
準
機

量
の
F
r
oが
打
ち
L
L
げ
ら
れ
て
い
が
出
来
ま
し
た
。

ま

し

た

ー

ま

た

こ

の

臼

は

、

ま

ち

ぐ

る

み

そ
の
中
安
説
族
連
れ
な
ど
子
供
大
清
掃
も
行
わ
れ
、
わ
た
し
た
ち

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
約
一
一
千
五
の
街
が
き
れ
い
に
な
っ
た
一
白
で

百
人
の
人
た
ち
が
、
真
夏
を
思
わ
し
た
。

。磯手重及び毒事幾人皇室

@議義務j草食耕作畿日ヰ人

診ごみ絞象作重量人

。蓄電 会E31額 6，200門

。草書 罪悪

。薬剤散布 7 月四日~.9 月 14E1

・ごみ収集 7月 1Ei------8丹316

O草壁 措健康な男子大学生

く〉申し込内 市販の履燦警に必望書

事項を記入し、職員

諜人事部{内線321)

に持書する

古納容む畠知害事をお持ちになり、お近くの金融機関

で納めてください。

6月30白までに 4期分までの年税額を 緒に納

めると前納報鍍金がうけられます。

なお、報奨金は千本イヒされ、月末まで向じ綴に

なりました。

官納税遜知蓄が届いていない方は、お問い合わせ

ください。また、申告をしなければいけない方

で、未申告のア訂正、早めに申告をお願いします。

@鰐い会わを宝珠

m 課税、申告について 市主主税課事奪還徴収探

(内緯269-272)

e納税の相談収納事実収納保

(内線277-279)

今年も気持ち主主く七夕まつりを気てや

いただこうと、次のとおり清掃活動

を行う。iTH誌の皆さんご参加を

詔{謂}
午前Ss寺-7持

お気豪華にお上告7うせす若宮

<)6J'l298 (主主}
l告書幸~12語幸 二とE童公E霊童書

・草寺~16草寺 苦言沢公E霊童書

く)7月1313(氷}

罪寺語寺 主草公良重苦

.1事務-21喜幸 怒ヰヒ公浅草室
諜清掃用具は各自持参を

主糧平理市青年E君協議会事務担当背少年課お当広報誘!L五縁部



テ

レ

ト

ピ

ア

と

は

、

英

語

の

テ

叩

:

レ

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

(

電

気

一

一

筋

災

耕

輔

醐

離

さ

と

い

う

言

葉

の

と

お

り

、

一

通

信

)

と

、

ユ

ー

ト

ピ

ア

(

理

想

初

期

消

火

に

は

ば

け

つ

-

杯

の

i

郷
)
の
一
一
つ
む
言
葉
を
合
わ
せ
た

v
¥
1

水

が

も

の

を

い

う

。

一

造

誇

で

あ

り

、

郵

政

省

が

高

湾

情

/

へ

ば

け

つ

は

常

に

少

な

く

と

も

…

報
化
持
代
の
新
し
い
警
づ
く
り
市
の
テ
レ
ト
ピ
ア
計
語
、
湘
な
ど
の
ス
ポ
i
ツ
襲
や
、
市

E
4
¥
d
y一
一
一
億
備
え
て
お
く
と
と
も
に
、
一

を
推
進
し
て
い
る
も
の
。
末
豪
雨
地
域
に
お
け
る
教
喜
子
文
化
の
セ
ン
タ
ー
、
言
、
市
民
ブ
ラ
一
/
仏

γ
。

い

ざ

と

い

う

と

き

の

た

め

に

、

一

コ
ミ
三
一
ケ
l
シ
ヨ
ン
モ
デ
ル
都
中
核
と
な
り
、
魅
力
あ
る
未
来
型
ず
な
ど
の
文
化
施
設
の
獲
内
情
報
一
一
/
伊
京
、
洗
濯
機
や
浴
擦
に
も
水
を
入
れ

市

で

あ

る

。

都

市

の

一

形

成

を

自

爆

に

、

五

つ

の

や

イ

ベ

ン

ト

情

報

を

、

ソ

フ

ト

セ

一

一

て

お

こ

う

。

一
ア
レ
ト
ピ
ア
モ
デ
ル
地
域
は
、
シ
ス
テ
ム
を
計
画
し
て
い
る
。
ン
タ

1
5デ
オ

テ

ッ

ク

ス

で

、

土

警

戒

轡

ま

た

、

消

火

器

も

初

顛

消

火

一

全
国
で
す
で
に
六
十
三
地
域
が
指
ま
ず
、
教
育
・
文
化
の
向
上
を
各
議
公
共
機
関
及
ぴ
家
庭
の
減
末
一
一
に
は
大
き
な
力
安
発
揮
す
る
。
ぃ

定
を
受
け
て
お
り
、
今
白
の
第
三
回
る
「
包
書
館
詩
情
報
シ
ス
テ
ム
」
機
か
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
一
…
警
戒
宣
言
家
族
一
人
一
人
が
使
い
方
を
し

次
指
定
に
よ
り
、
平
塚
市
を
含
む
「
平
塚
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
る
。
ま
た
、
施
設
の
予
約
情
報
一
一
ら
、
地
震
に
よ
っ
て
万
一
火
災
っ
か
り
覚
え
て
お
こ
う
。
…

凶
地
域
が
追
加
さ
れ
、
六
十
七
地
ス
一
ア
ム
」
一
教
育
文
化
情
報
シ
ス
を
、
公
共
機
関
や
傍
援
で
も
垣
見
ら
土
が
発
生
し
て
も
、
す
ぐ
消
せ
る
マ
涜
火
器
の
立
し
い
使
い
方

域

と

な

っ

た

。

テ

ム

H

先
端
産
業
を
支
え
る
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
…
…
ょ
う
で
き
る
だ
け
多
く
の
水
と

φ
安
全
装
置
を
は
ず
す

県
内
で
は
、
横
浜
市
、
川
崎
材
教
育
の
一
重
量
る
一
ぱ
ら
の
重
要
化
護
シ
ス

Z
一
…
消
火
器
を
用
意
し
て
お
こ
う
。
②
ホ
ー
ス
を
火
に
向
け
る
…

市
、
単
杢
巾
に
次
ぐ
四
番
呂
。
丘
ハ
イ
テ
ク
ネ
ツ
k

ワ

ー

ク

シ

コ

ケ

水

は

飲

料

水

と

し

て

一

俺

帰

す

③

レ

バ

ー

を

還

す

也

テ
ム
」
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
コ
⑦
学
校
教
事
問
支
援
シ
ス
テ
ム
一
一
る
だ
け
で
な
く
、
「
火
に
は

ア
(
守
山
)
の
形
成
を
盛
る
「
高
教
育
研
究
所
が
中
心
と
な
り
、
一
了
い
ヰ
:
ニ
?
?
品
一
一
ァ
:
?
ア

居
間
振
興
シ
ス
テ
ム
}
の
五
つ
教
育
ソ
フ
ト
丞
一
膏
由
慣
し
て
、
教
育
一
一
ど
の
講
習
中
世
世
話
胤
し
て
い
る
。
ぜ

で
、
地
域
の
十
一
角
度
情
喜
怒
の
ソ
フ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
会
事
一
応
急
予
言
身
…
ひ
、
ご
言
。

リ
ー
す
ン
グ
(
主
著
)
シ
ス
る
。
語
、
教
育
研
究
所
と
学
校
一
に
つ
ゆ
け
よ
う
…

i
l
-
-
;
|

テ

ム

と

し

て

露

湾

問

ら

れ

て

い

関

と

の

オ

ン

ラ

イ

ン

サ

ー

ビ

ス

士

、

一

る
。
支
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
双
方
向
C
A
T
Vに
よ
る
教
育
を
一
都
市
語
草
花
に
よ
る
災
害
…
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

(

イ

ラ

ス

ト

も

参

考

に

)

行

う

。

一

の

受

様

化

に

加

え

、

大

地

震

の

発

一

ご

み

の

分

別

立

②
索
開
民
験
像
シ
ス
テ
ム
一
牛
一
が
さ
け
ば
れ
て
い
る
今
日
、
大
一

d

J

J

⑧

関

嚇

轍

抽

時

様

相

棚

シ

ス

テ

ム

一

一

文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
一
環
撲
な
災
害
持
に
は
害
救
の
負
傷
一
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
今
ま
で

開
閉
書
籍
の
催
し
物
、
イ
ベ
ン
ト
、
向
上
の
た
め
、
双
方
向
C
A
T
V
一
者
が
発
生
す
る
と
予
判
制
さ
れ
る
。
一
可
燃
不
過
ご
み
の
中
で
は
分
別
し

新
刊
案
内
を
ソ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
を
キ
仏
導
入
し
、
地
域
に
南
軍
着
し
た
自
一
万
一
の
災
建
不
療
の
事
故
、
一
て
お
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
が
、

通
じ
て
市
民
に
提
供
す
る
。
ま
た
、
主
放
送
を
行
う
。
一
急
病
等
に
備
え
て
、
毘
ご
ろ
か
ら
一
昨
年
度
二
回
九
ト
ン
、
一
昨
年
度

パ
ソ
コ
ン
保
有
象
警
護
窓
口
事
器
ゑ
ハ
イ
一
ア
ク
ネ
一
京
芸
の
知
識
と
技
術
書
に
一
九
一
二
三
基
準
で
段
階
的

日

日

日

告

は

ッ

ト

ワ

1
2ア
ム

一

っ

軒

ド

防

;

医

一

日

時

折

uuu

受
け
付
け
る
。
さ
ら
に
、
移
動
阿
国
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
内
に
交
流
セ
一
の
自
主
窃
制
作
組
織
で
は
、
大
災
害
一
が
可
能
と
な
っ
た
。

欝
線
型
守
に
よ
り
、
市
民
の
一
一
]
ズ
ン
タ
ー
を
設
援
し
、
バ
イ
オ
イ
ン
一
が
発
生
し
た
と
き
の
避
難
@
消
火
一

ι長
は
、
可
燃
ネ
過
ご
み
の
中

に
合
っ
た
顕
蓄
の
削
昨
季
行
う
。
キ
ュ
ベ
i
タ
!
機
能
(
企
業
の
発
一
判
訓
練
や
、
負
警
に
対
す
る
応
急
一
で
の
分
泌
の
必
要
は
き
な
る
。

撃
雪
三
一
一
ケ
j
廷
を
助
け
る
機
関
)
を
設
け
て
一
処
援
と
し
て
の
三
角
巾
の
使
い
一
こ
れ
か
ら
も
露
支

ミ
ン
シ
ス
テ
ム
先
端
企
業
の
重
量
る
。
ま
一
方
、
要
し
た
と
き
の
襲
撃
一
詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
衛
生
業

た
、
き
め
縮
か
な
試
験
一
7
1タ
が
一
の
仕
方
や
急
逮
短
期
市
の
一
造
り
方
な
一
務
詞
開
業
務
係
(
内
線
五
一
一
一
七
)
へ
。

復
基
窓
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
書
襲
撃
で
、
得
ら
れ
る
よ
一

I
l
l
i
-
-
l
I
l
l
i
-
-
1
1
1

一

ア

ム

う

に

す

る

。

一

歩

一

:

:

市

議

の

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

と

一

会

員

を

皆

妙

薬

品

γ
で
ず

⑧
古
関
市
均
衡
饗
興
シ
ス
テ
ム
一

4
3
3
3
J長
ノ
章
一
フ
五
日
!

地

域

窓

口

セ

ン

タ

ー

を

オ

ン

ラ

イ

一

ン
化
し
、
住
[
嚢
の
抄
本
や
制
短
銃
③
セ
ミ
ナ
ム
議
シ
ス
テ
ム
一
竹
の
子
か
あ
さ
ん
の
お
く
り
も
の

拐
、
印
鑑
証
明
な
ど
、
各
議
説
明
双
方
向
C
A
T
Vを
活
開
閉
し
て
一

を
市
内
十
か
所
の
地
域
慾
ロ
セ
ン
加
入
者
に
提
供
す
る
。
一
市
民
休
養
の
一
郊
で
あ
る
天
城
湯
一
マ
販
売
品
春
竹
の
子
シ
リ
ー

タ
l
(
公
民
抽
出
で
発
行
す
る
。
②
襲
襲
撃
y
ス
テ
ム
一
ケ
島
町
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
で
一
ズ
、
夏
梅
シ
リ
ー
ズ
、
秋
粟

受
品
苧
文
化
総
数
ネ
ッ
ト
ワ
i

各
種
審
閣
の
P
Rや
注
文
飯
亮
一
は
、
年
間
活
若
手
節
に
あ
っ
た
無
添
一
シ
リ
ー
ズ
、
冬
季
疋

ク
シ
ス
テ
ム
を
行
う
通
信
絞
売
方
式
を
促
進
す
一
加
食
品
を
天
城
の
香
り
と
一
絡
に
…
マ
叛
売
樋
格
一
セ
ッ
ト
間
一
千
円

体
背
品
開
や
野
球
場
、
テ
ニ
ス
場
る
。
一
届
け
る
「
竹
の
子
か
あ
さ
ん
か
ら
一
詳
し
い
こ
と
は
、
天
城
湯
ケ
島

一
の
お
く
り
も
の
」
の
会
員
を
募
集
一
町
役
場
農
林
諜
(
電
き
五
五
八

寵
議
セ
ミ
ナ
i
欝

く

一

し

て

い

る

。

一

1

お
一
一
一
一
)
へ
。

宵
間
清
衛
報
化
推
進
案
で
は
、
一

7

0記
念
講
療
「
電
気
通
告
新
詩
代
一

レ
ト
ピ
ア
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
さ
と
地
方
の
役
割
」

れ
た
こ
と
を
一
記
念
し
て
、
士
ア
レ
〈
〉
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
③
「
わ

ト
ピ
ア
指
定
記
念
セ
ミ
ナ
ー
L

を
が
ま
ち
の
一
ブ
レ
ト
ピ
ア
計
画
」

調
く

0

2

「
ひ
る
が
る
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

く4)

「
高
庵
僧
報
化
社
会
」
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
に
多
く

登
場
し
て
い
る
。
情
報
処
漣
・
昌
信
投
術
の
著
し
い
進
歩
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
が
、
産
業
分
野
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
臼
常
生
活
に
ま
で
、
深
い
関
わ
り
を
も
ち
始
め
て
い

る
。
一
一
十
一
世
穏
に
は
、
家
に
い
な
が
ら
高
品
の
注
文
や
予
約
、
子
供
の
学
費
趣
味
や
娯
楽
の

ほ
か
、
市
役
柄
や
公
共
機
関
か
ら
の
情
報
や
各
極
評
明
書
官
の
サ
ピ
ス
が
受
け
ら
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
ボ
タ
ン
一
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
情
報
が
入
手
で
き
る
時
代
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
市
で
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
訟
来
を
先
取
り
す
る
た
め
、
六
月
一
日
郵
政
省
の
テ
レ
ト
ピ

ア
構
想
「
未
来
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
都
市
構
泊
四
」
の
第
三
次
努
疋
を
受
け
た
。

上
七夕のタベを[夢E言書生HG討A陶器A持などとット基調でつづる溺弁法子才ンステージ

き

ろ

場

発

売

こ
入
叫
総
務

と
と

0

0

0

A
A
T
V
の

7湾7溺(*)午後5華寺務蓄電

機箆センターホー
料 A席 2，500丹、 B席 2.000円

券 発売中。早めに申し込みを

pJi 行良センタ一事務局、ヤンレイレコ ド、力マ

ヤストア、稲元康楽器扇、サクラ害問本五万、ヨ

ネザワ楽器、花水盤底、文栄堂、なでしこ警房

波宮1)売券に閥横時間午後 6時30分と記入されているが誤りで開

主義は午後 5時。 お態濃いのないように。

く〉問い合わせ市民センター事務局電話32-2235

イ
紅
白
は
ま
で
に
ス
ポ
j

'̂、



認エ毒患之ドこ第 443"'5

。
出
堅
持
り
外
野
席
大
人
一
千
百
円
、
小
人
隠
百
円

盟
内
野
指
定
席
の
草
川
券
は
、
平
塚
球
場
(
重
出
お
一
一

六
六
)
及
び
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
券
売
中
。
た
だ
し
、
売
り

切
れ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
告
。

午
後
6
持
試
合
開
始

き マ料円マ 1 マ

時iztiii 
52531交題
;;;iif 
;fiiziszf f 
話会i1Ti 
rii ilii 

(5) 

O.!"iJ付合体驚費電(電話31-"3出 7)

今月は、七夕や中体連の行事が重なるため

体高館の開組はありません。

午前 9時~午後 4時30分

※午後 4時J;j後は人え蕩できなし 1
喝警護

灘南海岸公盤ブーん@鰭域ヶ丘フ。ール

。入場料ノj、・中学生100円、高校生以仁250汚

く〉交通索内 ③綾城ヶ王子07・ jレ 駅南口かちパス15番線市内内回りまたは南口循環 f有営ブー

Jレ前jで下車 ②端務潟岸公豊富ブーノレ 碍土ニパスで[湘南海岸公匡璽j下車

※ 7月 2 から20['-1までは、学校水泳教室も開かれるので、ご了墳を。また 8月 5日の湘南栴

出公i顎ブ ルは、中学校水泳競技大会のため使用できない。

お泡地域コくり課

く〉金問公E霊童宮体育童書(電話31-2136)
・開誼曙溜 パレー(9 時 ~13時)、ハトミン

トン、卓球(13時~16時〉、パスタ y ト(16

時 -....20時)

・6月20"(月〉午前9時~午嘩 8時

・7 月 4 臼{月) ノノ

• 7 丹18"(月) ノノ

※8月分の申し込みは 7月 9時から

段由に料用できます

ただし、点鰐はできません



(6) 

一
書
底
、
文
笈
昼
、
な
で
し
こ
童
恩
一
層
一
宇
加
平
塚
市
大
原
1

口
県
立
一

一
寸
団
体
受
付
加
入
ま
と
ま
れ
ば
一
大
原
高
等
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
一
口
誕

百
体
扱
い
と
し
、
泌
が
割
り
引
一
ク
ー
ル
係
(
電
話

M

O
三
七
一
日

一
く
。
た
だ
し
、

8
月
刊
日
日
ま
で
に
一

O
)
へ

。

一

月

一
申
し
込
40を

。

一

門

県

喜

平

塚

線

業

高

等

学

校

}

一

7

一
マ
問
い
合
わ
せ
市
民
セ
ン
タ
ー
一
マ
テ
ー
マ
初
心
者
の
た
め
の
食
一

ン
レ
イ
レ
コ
ー
ド
、
カ
マ
ヤ
ス
ト
一
(
議
謡
幻
二
二
三
五
)
一
品
加
工
(
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
手
一

ア
、
稲
一
元
康
楽
器
庖
、
サ
ク
ラ
書
一
一
打
ち
そ
ば
、
一
豆
腐
、
ジ
ャ
ム
な
ど
一

広

広

忠

、

ヨ

ネ

ザ

ワ

楽

器

、

花

本

一

一

の

加

工

実

習

を

行

う

)

一

一
円
〉
臼
程

9
月
3
日

t
u同月日目白一

一
の
土
曜
日
(
全
6
回

)

一

一
櫓
時
間
午
後
i
時
初
分
1
3時一

一
羽
分

一
一
〉
定
員
白
人
(
摘
せ
ん
)

一
マ
教
材
費
一
一
一
千
円

一
マ
申
込
頭
間
同

7
月
1
ロ
(
金
)

一
i
u日
へ
月
)

一
申
し
込
み
は
往
復
は
が
き
で
、

一一
T
似
平
塚
市
達
上
ケ
丘
お
お
県

一
立
平
塚
農
業
高
等
学
校
コ
ミ
ュ
一
一

一
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
係
(
電
話
む

l
O

一
九
凶
一
一
一
)
へ
。

※:0E自民燦市営住宅
ふじみ野団地集会所

海宝寺

※豊凶公民館

※回村ちびっこ広場

城島公民館

※岡崎小学校

※金田公民館

土屋小学校

※吉沢公民館

※松延小学校

金日小学校

-静署設時間 13時部分~14時3 討す(ふじみ野

白地14日寺~15時) ※印は15時，....，_168寺

・雨天のときは中止

1 13 1513 29日

2日 1613

5日 19日

5日 19日

6日 20日
7日 21臼

7臼 21El

8日 22日

12日 26E1

12臼 26日

13臼 27臼

1413 286 

14日 286

とき 3月30箆{火)

ところ市民センター

@蚤の遺書 午後 a寺30分
@夜の務午後6蒋

yレ

コ
ミ
ユ
一
一

第 443至吾

小説・文学

フランチェスカの鐘 五木寛之

雲から贈る死 夏樹静子

失敗という人生はない 曽野綾子

花見雪 沢田ふじ子

海老茶娘探偵帖 胡桃沢耕史

タフルコンチエルト 森玉名子

家庭・生活

日本人のすまい 平井豊富

メルヘンのお葉子 今回美奈子

社会科学 ・ その他

アメリカ生活わかる本

カルメンお美

野外おもしろ知識

オトコ社会解体中

勝者の方程式

西山手

矢野晶子

岡田蓑久

堤江主を

-日時 8月 5日〈金)14時~

・見学地 三融台考古館(横浜市職子区〉

・講師三組合考古館学韮員 今井庫博氏

・募集人員 30人

・申し込み 7，E!20臼(ホ)までに住所、氏

名、年齢、電話番号を記入のうえ、往揮は

がきで

古サマーセミナー

夏休みに 2泊 3日で、平塚市土塵地域自自

黙と人々出生活の様子について、いろいろな

テーマて守主習する。費用 Z人 6，000円。

-日程 8月 9日 (火) ~11日 (木〕

・会場七閲荘(平嘩市土壁)

・対車小学5年生~中学3年生の男女 30

人く申込多数むときは抽せん〉

・申し込み 7月四日(白〉までに、 60円切

手間封の封書で

すプラネタリウム

今ごろの苧簡は北む鐙へ行く出ど夜が短く

なり、北極に近づくにつれ、まったく暗い疫

がこない毎日を送るようになる。

この「白夜j と呼ぶ現象を考えてみよう。

写投事日〈ー般〉 土曜日 同時、 15時30分

臼曜日日時、 14時

・観覧料 1人 100円く定員 128人〉

・所要時間 三回45分

合体舘日 e毎週月曜日、月末

女博物援機 引出揖間町12-41 電話33~5111

世キャンブを楽しもう
キャンブをすすめるリーダーになろう。

・日韓 6月25日(土) 14時-....2C時四分、 7 

月 2日(之)14時~即時30分、 7月 9臼(こと)

14時~羽田〔臼)12時、 7月16日 Ci:)18 

8寺~即時・会 4[司

・対象青年、 般 30人ぐ申込制〉

・キャンブ地理立柳島キャンブ場(茅ヶ崎

市柳島j

-宿泊費 2000円

台悼鶴田 檀週月曜日

合噛世草詣E鵠

守投開町 電話32~7029

官時発言覇会

ゆ 6Jl19自(認) 10時、 14時 3暗ホール

「樺田大特放揖記 117升

般浪の天才画家・山下清む少年時代、精神

薄弱者として白苦難、有名になりすぎた暁年

など、生謹にわたる人間関揮を追いながら人

間山下講を揮き彫りにしていく。。7.F.117自慢) 10時、 14時 3暗ホル
「フラッシユダンス 95分

4000人以上の髄補者から選ばれたジヱニ
ファ ・ビールス申出揖によるこの暁画は、

ブ口の描しさ、プ口だからできる本場D強烈

なfンスを見せてくれる。

おたよりはこ-~-一一~~-.

子可共の本やとども室に

ご要望をお聞きするた

めに「おたよりばこ」を設駕しているa

お気軽にご利用を。

会開甜時閣

'費出輩、参考輩

火~臼曜日 9時 -16時50分

金曜日 9時-18時50分
.こども室

火~土曜日日時-16時50分

官史跡5草学会

縄文、弥生、古壊時代の住居模型や土器を

先学する。



轄対象 百日ぜきの予間接樟そ受け

る必要のない人o

ー第 1期 3か月以と6歳未満の乳

幼児。 3週間からお週間の間隔で

3回受ける。

・第 2期第1期の 3@]自の接種目

から 2年以ヒ 1年 6か月以内に 1

回受ける。

醸接撞方法 市民病院・共wJ丙続の
みで弦間を週uて時揮できる。接

種日は珂病院にご相談を。

盟料金無料

額保検証 母子鵠溝手帳を持参

らつ電力、

覇後期(妊娠 8か月ん幻礁のプヲ)

7汚25日午後 1時30分-4時

7月30日午前9時30分-11時30分
聴会場保韓センタ (34~寸}311)

翻主治医の許可を得てからご星参加

を。 30日はお父さんもどうぞ。

欝持害するもの 母子煙車手帳、筆

記用具〈全日程共通)、スラックス

(4 El 2::25日)、ざらし、裁鑓道具

(11日〉、エプロン、三角巾、タオ

;L〆(18臼)

盤対象 7月中に 8か月から満 i請

になる乳児の母親

鶴田時 7月14日 午前回蒋--lHl寺

融会場平塚埠鍵所 (32~0130)

盟母子樺康手帳と筆記用具を持書

輔受付午桂1時-2時
盟会場保憧センター

覇母子瞳康手帳本冊・ ~'J冊、筆記用

具、歯ブラシを持害

[3ヵ、月兇1
• 7月 6日 63邸 3月 1日 -10日生
・7月20日 63年 3月11田-20日生

・7月27日 63茸 3 月 21 日 ~31日生

[1揖 6か月兇]

• 7月 5日 62年 Z 月 2 日~10日生

・7月四日 62年 1 月 11 日 ~20日生

舗 7J3 19呂田年 1 月 21 日~31 自生

口調児}
• 7月 7日 60年 5 月 Z 臼~10白生

・7月21日 60年 5 月 11 日~20日生

• 7月28臼 60年 5月21日----31日生

勢署員ゐ

る
こ
と
は
湾
語
な
車
重
で

あ
る
。
両
親
や
兄
弟
に
糖
尿

病
の
人
が
い
る
場
合
は
、
発

病
率
が
明
ら
か
に
一
一
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く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
肥
満
(
食

べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
)
が
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深
病
と
一
深
い
関
係
が
あ
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こ

と
も
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か
で
あ
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。
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の
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や
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イ
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ス
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、
ス
ト
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、
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か
ら
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も
発
病
の
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っ
か
け
と
な

分
泌
さ
れ
る
イ
ン
、
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ュ
ジ
ン
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。
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足
に
よ
り
ブ
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ウ
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が
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尿
病
の
み
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織
は
、
特
別

う
ま
く
利
用
さ
れ
ず
、
血
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な
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症
状
は
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、
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中
に
た
ま
り
採
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に
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が
状
が
進
む
と
ロ
の
渇
妻
、
多

一
出
る
病
気
で
あ
る
。
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、
多
線
、
食
欲
が
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常
に

原
田
州
と
し
て
、
一
部
の
糖
す
す
み
、
体
が
だ
る
く
、
食

一
逮
捕
で
は
、
す
い
臓
そ
の
も
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て
も
や
せ
、
か
ゆ
み
、
で

吋
の
を
障
害
す
る
物
質
が
知
ら
き
も
の
、
神
経
痛
、
こ
む
ら

れ
て
い
る
が
、
多
く
の
場
が
え
り
(
ふ
く
ら
は
ぎ
の
け

合
、
要
習
と
し
て
考
え
ら
れ
い
れ
ん
)
等
が
で
て
く
る
。

とき 7J守 21S (主主}

午散の務 10 時~1l時 305予

午後の怒 1時担分-3時

ところ中央公祭鍍';j¥-'I-

人影議I，塾たいじももたろう

3び替のこぶた

@封重量幼稚園児及び小学生と保護者

明申し込み はがきに午前、午後の部の希

望と人数(大人O人、子供O人)、住
所、氏名、を記入のうえ i干 254 平塚
市追分 1--20 中央公民鎧(電話 34-

2111) Jへ申し込む。ただし、定員にな
りしだい締め切る。入場無料

轟量i丘、鋭いコ吃に対する事苦守警が会議えている。
費需しもゑdココ郎事、次のことをよく守って、 f幾

人 iこ波書宮崎とかけないようにしよう。
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@
f
m出

韓初回満 3識以上 7麓未構の幼

児。 li謹聞の間捕で2回受ける。
覇追加昨年初Iヨを完了 uた幼児。

ヱ回受ける。

関空付時間午後 Z 時四分~3 時

淡の会場は午後2時--3時

韓関い合口せ保髄センター (34

0311) 

[ 6月 (lIlllSl)

21日 金包公民館、楽岡崎公民鵡

羽田 中原公民館、※金田公民館

23臼 神田公民館、※域島公民舘

24El 保耀センタ一、液中央農協之

沢支所

6汚(21E1Sl) 
15日 花本公民閥、旭北公民館

16日 大野合民館、終豊田公民館

17日 福止会簡、横内公民館

羽田 金自公民館、楽関崎公民館

中原公民館、泌金田公民倉吉

30日 神田公民館、縦城島公民館

[7YlJ (2u芸溺)
1日 保韓セン夕 、液中央農協七
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五
十
周
年

草
子
を
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し
て
、
昭

和
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五
十
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年
四
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に
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の

木
と
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一
く
す
の
木
一
が
、

ま
た
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民
の
花
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し
て
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で

U
こ
い
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め
ら
れ
ま
し
た
。
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す
の
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、
間
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、
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が
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が
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公
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、
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刊

す
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、
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役
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い

こ
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す

。

露
出
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渋
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ず
さ
ん
)
ま
す
。
市
之
は
、
こ
の
条
件
に
煎
に
あ
る
プ
ラ
ン
タ

l
で

一

栽

培

ム
Z
授
、
紙
化
問
体
な
ど
に

可、

22fh
市
民
の
太
「
く
あ
う
公
園
、
緑
均
堂
f

校
、
神
し
た
り
、
市
内
の
小
交
差
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

7
2
2
;
一
す
の
き
は
、
樹
社
な
ど
に
で
き
る
摂
り
植
栽
す
種
子
キ
ム
配
布
し
、
裁
域
を
お
願
右
民
の
筏
「
な
で
し
こ
」
の
普

木

が

雄

大

で

答

買

が

早

い

た

め

る

よ

う

犯

し

、

混

在

て

は

市

丙

い

し

て

い

ま

す

。
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に

努

め

て

い

き

た

い

と

考

え

植

栽

す
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場
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摂
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し

ま
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、
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(

公
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撃

(8) 告召辛063年 61'弓守 5臼

県
で
は
、
女
性
問
題
を
考
え
る
諭

丈
を
募
集
す
る
。

マ
テ
ー
マ
紅
世
紀
に
向
か
っ
て
女

と
一
男
の
生
お
方
、
一
一
暴
ら
し
方

マ
応
募
資
格
県
内
花
佐
、
在
宅
手
、

在
勤
す
る
高
校
生
以
と
の
β

(
一
般

の
部
、
高
校
生
の
部
)

マ
規
格
四
百

F
詩
的
原
稿
用
紙
刊

枚
程
度

V
応
募
期
限

9
月
l
n
H
(
木
)

応
募
は
、
応
募
作
品
に
別
紙
{
佐

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
一
般
-
高

校
生
の
部
心
部
を
訟
入
)
を
添
え
、

宇
出
横
浜
市
中
日
日
本
大
通
り
l

県
民
部
婦
人
企
画
室
(
電
話
。
四

江

一

。

一

内

綿

一

一

四

丘
一
一
)
へ
。

{
七
夕
金
に
よ
る
苧
話
議
踊
白
書
〕

マ
日
程

7
月
I
H
1四
日
の
毎
週

金
曜
日

守
時
間
午
前
日
時
1
日
時

マ
定
員
四
人

マ
申
込
朝
駆

6
月
却
司
(
木
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
平
塚
市

吐
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
(
電
話
回
二
一
↑
一
一
三
ご
)
へ
。

一
防
災
講
演
会
開
聞
く
~

マ
日
時

6
月
口
日
(
木
)
午
後
1

手
G
ふ
J
1
3
t
4
0
ふ
J

H
3
4
J
l
:骨
3
ノア

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
講
師
東
北
大
学
理
学
部
教
授

大
竹
政
和
氏

マ
槙
題
迫
り
く
る
東
海
地
震
と
時

相
模
地
震

マ
問
い
合
わ
せ
先
紡
災
課
防
災
慌

(
向
日
韓
一
一
一
五
七
)

昭
和
臼
年
3
月
末
で
、
次
の
叙
内

訳
動
ぺ
の
事
務
が
終
了
す
る
。
議
J
J
さ

れ
る
↑
刀
は
、
山
出
品
質
議
涙
捷
認
町
一
竜

話
。
四
五
こ
り
一
!
二
一
一
内

棉
五
五
五
一
ニ
)
へ
お
申
し
出
を
。

。
戦
争
(
昭
和
日
年

4
月
拍
臼
以

降
)
宅
先
亡
し
た
旧
軍
人
軍
属
等
に

対
す
る
叡
位
叡
勲
を
受
け
て
い
な
い

遺
践
。
昭
和
計
年

4
月
ま
で
に
定
例
叡

定
期
ま
た
は
臨
時
担
泣
の
発
令

しニ

して

が
行
わ
れ
た
が
、
ま
た
伝
達
さ
れ
て

い
な
い
旧
軍
人
軍
属
ま
た
は
そ
の
潰

ド、F
 小

田
原
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等
職
業
技
術
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で
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、

昭
和
田
年
度
後
期
職
業
訓
練
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を
募

集
す
る
。

マ
コ
ー
ス
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ヘ
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ハ
¥
給
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サ
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ス
、
経
理
事
務
(
各
叩
人
、

6
か
月
)

マ
受
付
期
間

7
月
5
H
(心へ)、
J

9
月
3
日
(
と
)

マ
人
校
選
考
H

9
汀
8
H
(十
本

)

1
9日
{
金
)
筆
記
試
験
、
出
撞

詳
し
く
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、
同
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(
電
話
。
四
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五
回
一
一
一
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ど
は
)
ま
た
は
平
理

公
共
職
業
変
え
点
(
電
話
剖
つ

り
O
)
へ。

品
平
塚
営
禁
問
者
で
は
、
増
え
て
い
る

二
輪
車
事
故
を
防
く
た
め
、
一
一
輪
必

安
全
運
転
特
別
諸
問
会
を
聞
く
。

守口
J

時

6
月
四
日
(
日
)
午
後
1

寺
1
2寺

a
l
!留

守
会
場
荒
片
円
動
車

F
枝
花
水
校

守
講
義
内
官
安
全
運
転
む
知
識

(
講
義
)
、
安
全
運
転
の
実
際
(
実
技
)

マ
持
幸
一
す
る
も
の
一
輪
車
、
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メ
ッ
ト

マ
申
し
込
み
先
手
塚
ヰ
察
署
交
直

諌
交
通
総
語
辞
(
電
話
出

io

を配布

建
設
者
と
白
ム
白
省
で
は
、
今
回
行

わ
れ
た
太
地
の
評
価
替
え
(
本
市
の

場
合
、
宅
地
の
平
均
上
昇
率
は
回
明

円
引
)
に
つ
い
て
、
原
則
と

ν
て
姉

格
が
据
え
置
き
と
な
り
、
税
の
負
担

は
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と
ん
と
増
加
し
な
い
た
め
、
増

加
し
た
こ
と
を
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由
に
借
地
人
、
惜

求
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に
対
し
、
不
雪
な
地
代
、
家
賃

の
引
き
仁
げ
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
る
。

県
で
は
ト
人
工
、
沖
帯
、
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な
ど

の
技
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が
尊
重
さ
れ
る
気
風
を
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く

る
た
め
の
曙
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を
す
棒
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す
る
。
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応
募
は
、
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